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● 市立学校の教員未配置の改善は始まったが… 

 

5 月 19 日、川崎市教育委員会議が開催され、2026 年度の川崎市立学校の教職員の未配置

状況が明らかにされました。 

この日の教育委員会議は、「教員の未配置の解消を求める請願」を審議しました。 

 

請願は、川崎市教職員連絡会役員の大前博・他 20 名が「年度当初 4 月時点の欠員と未充

足をゼロにすること」を求めて 2 月 16 日に、落合隆川崎市教育委員長に提出しました。 

審議の結果、請願は不採択となりました。 

 

審議資料として、川崎市立学校の欠員、未充足状況（未配置の意味）が公開されました。 

  

<請願では川崎市の学校の危機的状況を以下のように指摘＞ 

 

川崎市のいわゆる教員未配置問題が 5 年目を迎えています。 

2025 年度は、年度当初から 122.5 名の先生が未配置で、2 年連続 3 桁の教員が未配置とい

う状況からスタートしました。 

 

産休や育休、病気で休職する先生が出ても、代わりの先生を配置しきれない状況が拡が

り、10 月 1 日時点で、市内 174 校中 95 校で 156 人の先生が配置されておらず、学校現場



では、子どもたちの学ぶ権利が保障されない深刻な事態が起こっています。 

 

<請願に対する、教育委員会の見解と反論は？＞ 

 

①請願項目「年度当初 4 月時点の教員の欠員と未充足ゼロにすること」についての見解 

令和 8 年 3 月に策定した「第 3 次かわさき教育プラン」において、令和 12 年度までに、

年度当初の未充足数をゼロにする数値目標を位置づけ、本市として、人材確保等の取り組

みを着実に進める方針としている。 

 

今後も引き続き、人材の安定的確保と、教員の働き方改革を両輪で進めることで好循環を

生みだし、年度当初の教員未充足の解消に向けた取組を推進していく。 

 

②請願文の「子どもたちの学ぶ権利が保障されない深刻な事態が起こっている」について

の反論 

 

産育休等取得者の代替となる正規教員の配置等により、年度当初の未充足を前年度から減

少させている。（122.5 名から 87 名へ） 

未充足が生じている学校へは、代替非常勤講師の配置とともに、免許外教科担任制度の活

用や兼務での複数校始動等により、教員不足の影響を最小限に抑え、授業に支障が出ない

よう取り組んでいる。 

 

<今年度中も、教員の欠員・未配置を増加させず、減少すべきです＞ 

 

達成までに 4 年間かかるとはいえ、「未充足数ゼロ」の数値目標を教育プランに書き込ま

ざるを得なくなったのは、現場の学校からの「悲鳴」と、多くの保護者、市民からの強い

「要望」だったと思います。 

「教員未充足ゼロ」は、国が示した「子どもたちの学ぶ権利保障」のための最低基準で

す。 

 

それが、今年度は、87 名未充足になった学校では達成されていません。 

市教委の結論である「授業に支障が出ない」というのは「子どもの学ぶ権利」の一部でし

かないのです。 

 

1 名の未充足をカバーするための教職員集団の加重負担は明らかです。 

そのことで、本来発揮されるべき学校全体の教育力が低下します。 

 



数値が減ったことに安堵しているわけにはいかないのです。 

市教委が 87 名の未配置数を着実に減らすことを最優先課題とすることを強く求めていき

ましょう。 

 

◆ 武蔵小杉で、「#チェンジ川崎市政:第 1 回市民アクション」 

 

 川崎民主市政をつくる会は 5 月 24 日に「#チェンジ川崎市政:市民アクション」の第 1

回目を行いました。 

この企画は、2025 年市長選の反省から生まれました。 

 

今年 3 月の幹事会で、「#チェンジ川崎の実現は、川崎民主市政をつくる会が市民に信頼さ

れる団体になることが絶対に必要だ!そのためには、今から市民に見え、信頼される運動を

してこうという方針をたてたのです。 

5 月 24 日 11 時半、アクションスタート。 

 

第 1 回は地元の中原区の会が準備から進行までを行いました。 

 この日、近くのサードアベニュー広場では、「かわさき 0HANA2026」というハワイアン

やフラダンスの大イベントが開催されていました。 

 

少し離れた舞台からの音楽が BGM のように聞こえ、通行するみなさんも食事や買い物を

楽しんでのんびり歩いている雰囲気でした。 

そんな市民に向けて、シールアンケート「川崎市に求めることはなんですか?」を 4 名で

実施。「子育て 安心のまち」「仕事安心のまち」「市民を大切にするまち」「乱開発ストッ

プのまち」の 4 つから 1 つを選んでもらいました。 

 

2 人の保育園児をつれた若いパパさんは「子育て」に 1 票。 

孫と買い物中の女性が「孫がこれからお世話になるからね」と子育てに 1 票。 

 

私立小学校 4 年生 2 人が「もっと楽しい学校にしたい」と子育 て」に 2 票。 

中年男性が「等々力緑地のことが心配だ」と「乱開発中止」に 1 票。 

 

1 つに絞るのを迷っていた女性は「高 齢者が安心できるように」と「市民が大切に」に 1

票、などなど少しですが市政についての対話もできました。 

最終結果は、「子育て」10 名、「市民を大切に」8 名、「乱開発ストップ」7 名、「仕事」2

名でした。 

 



参加した市民からは、「川崎市政に求めること」が、次々とスピーチされました。 

 

・今年度、市内の学校では本来配置されなければいけない先生のうち 87 名が未配置にな

った。 

 

・等々力緑地の工事が進み、次々と樹木が伐採されている。 

 

・上下水道料金の値上げ案が提案されている。市民に知らせて、撤回させよう。 

 

・公共施設が少なすぎる。図書館はいつも混雑、会議室の予約が大変、もっと増やそう。 

 

・市内のグループホームの定員が少ない。遠くの市外、県外の施設に仕方なく入所する人

をなくそう。 

 

・武蔵小杉に、新たに 3 棟のタワマンが完成すると、公共施設の不足がいっそう激化す

る。 

 

今回、「水道料金の値上げ」についての訴えがあり、署名活動も行いました。 

通行した市民にとってはまさに「寝耳に水」だったのではないでしょうか。 

 

「市民に十分知らせないうちに、行政と市議会だけで、料金の値上げを勝手に決める

な！」と怒りの声を市民に知らせることができました。 

今後、「#チェンジ川崎市政:市民アクション」は、区の会の回り持ちで、原則月 1 回のペー

スで行います。 

 

第 2 回目は、6 月 13 日(土)16 時から 17 時まで、武蔵溝ノロ駅デッキで行います。 

担当は、高津区の会です。川崎市長に言いたいことがある!というみなさん、ぜひ、ご参加

ください。地方自治の主人公は市民です。 

 

まちをつくるのは私たち市民です。     

市古博一（川崎民主市政をつくる会事務局） 

 

★ お知らせコーナー 

 

① 川崎市上下水道局出前講座 

 5/29（金）13 時半～ 



 多摩市民館 大会議室（3 階） 

 上下水道局から職員の方が 7 名で説明と質疑を行います。 

 テーマ１ 料金値上げについて 

 テーマ２ 異常渇水、神奈川の水の確保はだいじょうぶか 

 連絡先 町井弘明（090-7944-5636） 

 

② 第 2 回市民要求実現アクションー市民の声をー 

 6/1(月)12 時から 13 時 

 川崎市役所前通路 

 各地、各分野から、川崎市政と市議会に対する要求をアピールします。 

 チラシ配布、シールアンケート、署名活動もできます。 

 事務局に事前連絡をしてください。 

 連絡先 市古ひろかず 

 (090-7830-8030） 

 詳しくはこちらから 

 

③ 学習会「水道料金の値上げ問題をどう考えるか」 

 講師；平岡和久氏；立命館大学名誉教授 

 6/5(金)18 時半 

 川崎市総合自治会館・大会議室 

 参加費無料 

 Zoom 配信を予定。 

 お申し込みは、info@jcp-kawasaki.gr.jp 

 主催；日本共産党市議会議員団 044-200-3360 

 

④ 平和をきずく市民のつどい 

 6/7（日）10 時から 15 時 

 会場 川崎市平和館 

 記念講演 弓狩匡純さん（作家・ジャーナリスト） 

 主催 「平和をきずく市民のつどい」実行委員会 

 後援 川崎市、川崎市教育委員会 

 ※ 舞台と展示で、平和をアピールする市民のつどいです。 

 連絡先 090-1458-3102（柴田） 

 

⑤ 教育無償化を考える講演と交流のつどい 

 「小学校給食の無償化実現！そして、その先へ」 

https://newkawasaki.jp/2026/05/25/post-5771/
mailto:info@jcp-kawasaki.gr.jp


 講師 福嶋尚子さん（「隠れ教育費」研究室） 

 6/13（土）18 時～20 時 

 川崎市総合自治会館・会議室(JR 南武線・武蔵小杉駅下車） 

 資料代 300 円 

 主催 学校給食の無償化を求める川崎市民の会 

 連絡先 石倉博子（℡ 080-1041-9495） 

 詳しくはこちら 

  

⑥ ＃チェンジ川崎市政： 第 2 回  市民アクション 

 6/13（土）16 時から 17 時 

 武蔵溝ノ口駅デッキ 

 連絡先 080-3248-8596（吉根） 

 

⑦ 台風 19 号多摩川水害原告団総会・学習会 

 異常気象続く中で河さ k 氏の水害対策は大丈夫？ 

 講師；中山幸男さん 元国土交通省職員 

 6/22(月)18 時より総会。19 時 15 分より学習会 

 エポックなかはら 7 階大会議室 

 詳しくはこちら 

 

⑧ ゆめシネマ「もったいないキッチン」 

 6/28 ①9 時 ②12 時 ③15 時 

 一般；1000 円 

 当日;1500 円 

 学生以下・障がい者；500 円 

 お問合せ；044-433-3003 ゆめホール 

 cinema@kawasakiyume.com 

  予告ビデオ 

 

★編集後記 

 

24 日(日)の夜放映された NHK スペシャル「"潤日"日本に移住する中国人たち 大都市・

地方でも、今何が？」は、とても興味深い内容でした。ルンリー（潤日）とは、中国から

より良い生活や安全・自由を求めて日本に移住する人々を指す俗語だそう。 

 

「ルンリー」という言葉は、中国語の「潤（うるおい／儲かる）」と英語の「run（逃げ

https://newkawasaki.jp/2026/05/11/post-5758/
mailto:cinema@kawasakiyume.com
https://www.cinemo.info/85m


る）」のダブルミーニングから生まれた言葉で、「潤日」とも表記されます。 

直訳すると「日本へ潤いを求めて走る」という意味で、単なる観光や出稼ぎではなく、教

育、資産防衛、自由な生活環境を求める層を指します。  

 

多くは、中国で成功した富裕層で、日本の治安の良さ、食事のおいしさ、豊かな文化や人

間性にあこがれて、中国から日本に逃げてくるといいます。 

そして彼らの多くは日本や、日本人に強いリスペクトを持ち、日本経済に貢献したいと考

え、日本経済を潤す役割を自負さえしている。 

 

昨今の反中、外国人排斥の動きは、本来政府がやらなければならない少子化対策や貧困対

策の遅れ、格差の拡大といった問題から国民の目をそらすための目くらましです。 

中国から日本に投資して日本経済を底上げしようという動きは歓迎すべきこと。 

 

SNS では「中国人が土地を買い占めている」「中国人が学校を占拠している」「中国人が医

療を食い尽くす」 

などセンセーショナルな断片情報が、事実確認されないまま拡散されています。 

 

実際には、 

日本の土地の外国人所有率は 2%未満。医療費の外国人負担は 1%未満。学校の外国籍比

率は全国平均 1.5%。 

 

台湾有事問題から日本経済をガタガタにした高市氏や、その尻馬に乗る維新。 

外国人排斥を旗印に議席を獲得した参政党などは、少子化、労働者不足で衰退する日本経

済の発展など全く眼中にないのかもしれません。 

 

そんな時に「ルンリー」の姿を肯定的に描き出した NHK の報道姿勢には拍手を送りた

い。(Y) 

  

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

川崎民主市政をつくる会 

〒211-0011 中原区下沼部 1880 

お問い合わせ 

mailmag@newkawasaki.jp 

公式ホームページ 

https://newkawasaki.jp 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 
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